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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・薬局より、抗菌薬の使用基準表が来ていますので、薬局ファイルに保存して

ありますので、各自確認するようにお願いします。

・今年度も勤続5年海外研修実施のメールが来ています。
今年度の勤続5年海外研修対象者以外の方で、自費での参加希望者も募集して
いるそうです。

日程　：平成21年11月～12月(5泊6日)

　　　　※前後2日間国内移動を含む

行き先：グアム島（社会情勢により、行き先の変更有り）

※自費参加希望者の申込期限は、8月7日(金)までです。

不明な点はサポートセクレタリ(内線302)まで連絡して下さい。
・お盆の皮膚科診察ですが、8/11（火）10：15分頃、西病棟の後に実施します。

　北病棟のスタッフが野沢先生を、迎えに行く事となっています。すぐに診察出来

る様に、準備はきちんとしておきましょう。

・お盆の外出・泊、緊急連絡先の確認を至急、各スタッフ協力して行っていくよう

にお願いします。ご家族が面会に来た場合にも、日中・夜間でも連絡が取れるよ

うに緊急連絡先は確認して下さい。

・面会・外泊があった場合には、必ずカルテに記入し、外泊一覧表にも記入する様

お願いします。

＜ＳＳＴミーティング＞

・Ａグループ：電話の掛け方のロールプレイを行っています。

清川様がお盆外泊について電話をかけ、家族役の山火様を相手に

行っています。吉田様が中野渡様を相手に同内容で行っています。

お盆外泊したい事もあり、今回のロールプレイは集中して行う事

出来ていました。次回も電話の掛け方で挨拶・相手を思いやる言葉

を入れて練習していく予定です。

・Ｂグループ：電話の掛け方のロールプレイを行っています。

　　　　　　　電話を掛ける人は、挨拶とお盆外泊したい事、家族役の人は3つの

返答を決めて行っています。電話を掛ける人に木村様、家族役に上

村様と電話を掛ける人に滝澤様、家族役に木村様がそれぞれロール

プレイを行っています。相手を思いやる言葉にはどのようなものが

あるか意見を聞きながら行っています。次回も電話の掛け方に対し

（家族・知人）の受け答えの練習をしていく予定です。

・Ｃグループ：電話の掛け方のロールプレイを行っています。

　　　　　　　お盆の外出・泊について家族へ電話する。電話を掛ける人には坂本

様、家族役に板橋様が、電話を掛ける人には小坂様、家族役には

東海林様がそれぞれ行っています。最初のロールプレイについて

相手に挨拶せずに用件を伝えている為、他者より相手を思いやる言

葉が必要との意見があり練習しています。小坂様は相手を思いやる

言葉や、体調を気遣った会話が出来ており、他者より満点の評価を

されています。電話は相手が見えない為、言葉遣いの一つ一つが

良い印象を与える為、必要な事を伝えています。次回も電話の掛け

方で、練習をしていない方に行って頂く。

Ｄグループ：電話の掛け方のロールプレイを行っています。

　　　　　　電話を掛ける人に戸賀沢様、家族役に菊地様が行っています。お盆外

泊についてロールプレイを行い、菊地様は拒否なく丁寧に対応されて

いました。三上様より家族がいないとの意見があり、急遽買物や床屋

で遅くなった時に病院に電話をかける練習をしています。

次回も電話の掛け方の練習をしていく予定です。

＜ＳＳＴ進捗状況＞

· 土曜日に外泊する方は出棟前にＳＳＴに参加して頂き、６月は参加率を100％に出来るように、ＳＳＴに参加出来ない方は、日曜日に個別で行うように各スタッフ周知し実施しています。７月末に患者様アンケート実施し、グループの見直しをしていく予定です。

＜注目患者様ケース検討＞

・八木橋　牧雄様～昨日の準夜帯で夕食後に「入院してから同じ場面を繰り返して

いる。」と話され、笑いながら泣き続けるという事がありまし

た。日勤帯で以前勤めていた郵便局より、離職事実証明書が届

いており、その事が影響されている事やご家族（息子様達）とも疎遠になっている事等考えられます。

所在確認と、気分変動について注意して観察していきましょう。

＜猪股Ｄｒケース検討＞

・蛯名　勝幸様～7/11（日）～7/12（日）の外泊では草取りと、洗車をしてきた事

　　　　　　　　ビールを一本実家に帰った時にお母様に勧められ飲んだとの事です。帰棟時は疲労感の訴えもなく、気分の高揚も見られません。レボトミンが減薬となってからも、朝は声掛けし返答はされるものの、離床に時間を要しています。引き続き朝、起きられる様に介入していきましょう。7/19（日）～7/20（月）の外泊は主治医より許可が下りています。

・駒木　洋士様～診察時、市販のビタミン剤（レグトールＥＸアルファ）について聞き、許可を頂いています。自己管理するようにとも言われています。外泊はしないのか問われ、「もし分かったら良いですか？」と他のＤｒからでも許可を貰うように話されています。

・五日市　規様～主治医より病状説明を病室にて受けています。肝機能が低下した事、ただし、今回の原因は見当たらない事、肝機能は改善していているが、肝障害の治療を続ける事を伝えられ、了承されています。

　　　　　　　　

＜禁煙啓蒙・状況確認＞

・患者様に禁煙を勧めていくに為にも、喫煙しているスタッフは禁煙するように心掛けていくようにしましょう。

現在、北病棟には5名程の胼胝腫と鶏眼のある患者様がいます。正しいケアプランが

作成されていないため、患者様から訴えがあった時に対処している状態です。

一時的に除去すればよいという考えでなく、定期的に正しいケア治療が必要と感じ、この場で皆と一緒に考える事とする。

1、胼胝腫と鶏眼のケアプランの立案

＃　足に圧力や摩擦が加わると、歩行時疼痛がおこって歩きにくい

目標：トラブルなく、スムーズに歩行ができる

Ｏ－Ｔ１、蛇行はないか

２、足の一定部位に加重がかかってないか

３、歩行時、痛みはないか

　　　４、中心部に半透明の芯のようなものが形成されてないか

　　　５、角質化した皮膚は外側か内側か

　　　６、自分の足に合った靴を履いているか

Ｐ－Ｔ１、歩行状態

２、疼痛の程度

３、角質の盛り上がり状態

４、部位、範囲

５、履物状況

６、切削する２日前にスピール膏を貼付し、歩いても絶対にずれないように

テーピングする

７、1週間に１回、入浴後切削する

Ｅ－Ｔ１、繰り返さないように正しい対処法をアドバイス、指導する

　　　２、お風呂などで足をよく触って観察する時間を作ることが大切であることを

指導する

勉強会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝田　ヒロ子

胼胝腫（たこ）とは？

・どんな病気か

　いわゆるタコのことです。長時間外から刺激（圧力や摩擦）が加わっていたために

　皮膚が自らを保護しようとして角質増殖がおこることでできます。足や手に多くできます。

　足ではウオノメと同様、やはり靴が合わないことで局所的に圧力が加わってできます。

　摩擦でおこるものは、靴ずれなどで出来る靴ずれだこもあります。

　手も同様に圧迫や摩擦が原因となりますが、職業や趣味などでおきることが多いようです。ペンだこやラケットだこ、ボールだこなどがそれです。

　また手や足以外にも、高齢者の座りだこが足の甲や踝（くるぶし）や尾底骨にできることなどがあげられます。

　鶏眼（ウオノメ）との違いは、増殖した角質がやや広く皮膚の外側に盛り上がり、内側には盛り上がりません。そのために胼胝（タコ）はウオノメと比べて痛みを伴うことが少ないのです。

・治療

　スピール膏を2日間貼付し、皮膚の角質を柔らかくして、切削（せっさく）します。

　外的刺激が加わる状態を放置しておくと再発しやすい点に留意する必要があります。

　窮屈な靴やサンダルを履かないようにして再発予防に努めます。

鶏眼（けいがん）とは？

・どんな病気か

　いわゆるウオノメのことです。足の裏や足の指などによくおこります。合っていない靴を履いたり、足が変形していたりしたことが原因で、長い時間部分的に圧力が加わると起こりやすい。

　皮膚には自らを保護しようとして厚くなる働き（角質増殖）があります。圧力が加わっていたところの皮膚が角質増殖を起こして、皮膚の外側だけでなく内側にも伸びた状態になります。

　伸びた角質の芯の部分が真皮に突き刺さるようになり、歩くときなどに痛みを感じるようになります。

・治療

　この芯の部分をきれいに削り取ることが大切です。芯が残っていると痛みがとりきれません。鶏眼は削り取ることで比較的簡単に対処できますが、外からの圧力が加わり続ければ、またすぐに再発して同じことを繰り返してしまいます。そのために圧力などが加わらないような対策が大事です。自分の足に合った靴を履くことなどが必要です。

















































